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短 　報

看護師の精神的健康に関する研究
� 仕事の裁量度の視点から �

森本寛訓�� 　水子 　学�� 　水上喜美子�� 　片山はるみ�� 　岩淵千明��

緒 言

看護師の職務が，看護師本人の精神的健康に与え
る影響については，これまで多数の研究で報告され

ている．これらの研究では，患者との人間関係��，労
働過多��，変則的な勤務形態����，責任の重さ��など
の職務内容に関する事が看護師の精神的健康を損な
うと報告されている．また，看護師の職務は，患者
との対人関係において行われるものであるが，看護
師が精神的に健康でなければ，対人関係に基づく看
護サービスの質が低下する事も報告されている����．
よって，看護師は以上で挙げたような職務内容にお
いて，看護サービスの質を落とさないように，また，

自らの精神的健康を維持できるように職務を行う必
要がある．ここで職務を行う際に「職場の状況・環
境をその職場で働く個人自らがコントロールできる
程度」のことを仕事の裁量度という	�．
本研究では看護師の精神的健康の状態をふまえた

上で仕事の裁量度をキーワードにし，看護師の精神
的健康について考察することを目的とする．

方 法

�．調査方法と調査対象者

調査は，�		�年 �月�
日から�		�年 �月 �日の期
間に自記式質問紙法によって行った．調査対象者
は岡山県内の病院 �カ所と鹿児島県内の病院 �カ
所に勤務する看護師であった．
�	人を対象にして
行われ，そのうち�
�名から調査票を回収（回収率

�����）した．このうち�
�名を分析対象者とした．
分析対象者の内訳として平均年齢は�����歳（標準
偏差���
�．年齢の記入漏れが 
名），男性 �名，女
性��
名（性別の記入漏れが �名）であった．

�．調査票の回収方法

調査は予め各病院の担当者に調査内容の説明を行
い協力を要請した．また調査票には調査の意義，プ
ライバシーの保護，調査票への回答方法について説
明した文書を付けた．調査票は調査者が各病院に持
参し，配布した．回答後は各病院の担当者が回収し，
調査者まで送付した．

�．調査内容

調査票には森本が作成した仕事の裁量度尺度
�

と，日本版 ��������，不機嫌・怒り尺度���を使
用した．仕事の裁量度尺度は �項目 
件法で構成さ
れている．日本版�����は「不安・不眠」「うつ傾
向」「身体的症状」「社会的活動障害」という 
下位
尺度からなり，��項目 
件法で構成されている．不
機嫌・怒り尺度は心理的ストレス反応尺度���の下
位尺度であり，�項目 
件法で構成されている．

�．データ分析

仕事の裁量度尺度，不機嫌・怒り尺度で得られた
データを総計したものを，それぞれ，仕事の裁量
度得点，不機嫌・怒り感情得点とした．また日本版
�����で得られたデータを ��������採点法���に
よって得点化したものを ���得点とした．仕事の
裁量度得点は，得点が高くなると，職場の状況・環
境をその職場で働く個人自らがコントロールできる
程度が高くなると解釈した．���得点と不機嫌・
怒り感情得点は，それぞれの得点が低くなると精神

的健康が維持されている状態であると解釈した．
データ分析の手順として，まず本研究の調査対象
者となった看護師の精神的健康の実態を知るために
���得点の分布をグラフ化した．次に看護師の仕
事の裁量度の明らかにするために仕事の裁量度得点
を用いて因子分析を行った．最後に，仕事の裁量度
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が看護師の精神的健康に与える影響を分析するため
に，仕事の裁量度を独立変数，���得点，不機嫌・
怒り感情得点を従属変数とした分散分析を行った．

結 果

�．���得点の分布

本研究では看護師の精神的健康を測定する際に日
本版 �����を用いた．��������法で算出された
���得点は，�� �点を精神的健康度の区分点と
して 	点から��点の範囲で分布する．ここで本研究
の調査対象者となった看護師の ���得点がどのよ
うに分布しているかを把握するために，階級の幅を

点としたヒストグラム（図 �）を作成した．この

ヒストグラムと���得点の平均値が���

（標準偏
差� �����）であったことより，今回の調査で得ら
れた ���得点は���

を中心として分布すること
が解った．

図 � ���得点の分布

�．仕事の裁量度の分類

看護師の仕事の裁量度の内容を明らかにするため
に，仕事の裁量度得点を用いて因子分析（主成分解，
バリマックス回転）を行った．その結果，�つの因
子を抽出した．�つの因子の累積説明率は����	�で
あった．第 �因子は，職務に関する重要な事柄や，
職場の方針や目標（����）をコントロールできる程
度を表す質問項目が高い因子負荷量を示していた．
よって，この因子を「仕事目標の裁量度（���� ����

��� ���）因子」と名付けた．また，第 �因子は仕
事を行う時の時間配分や手順，方法など，仕事の方
法（!� "��）に関する事柄をコントロールできる
程度を表す質問項目が高い因子負荷量を示してい

た．よって，この因子を「仕事方法の裁量度（����

!� "�� ��� ���）因子」と名付けた．なお，仕事目
標の裁量度因子，仕事方法の裁量度因子を構成する
質問項目と因子負荷量，�係数を表 �に示した．

表 � 仕事の裁量度尺度の�係数と因子負荷数

因子分析の結果より，看護師の仕事の裁量度は仕
事目標の裁量度と仕事方法の裁量度に分類できるこ
とがわかった．次にこの分類を用いて，仕事の裁量

度と看護師の精神的健康との関係を分析した．

�．仕事の裁量度得点と ���得点との関係

まず，仕事目標の裁量度因子得点と仕事方法の裁
量度因子得点を用いて，調査対象者をそれぞれ高得
点群と低得点群に群分けした．具体的には各調査対
象者の因子得点を算出し，因子得点の大小によって
上位 �分の �を高得点群，下位 �分の �を低得点群
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とした．次に，以上の群分けを用いて仕事の裁量度
を独立変数，���得点を従属変数とした対応のな
い �（仕事目標の裁量度高得点群・低得点群）× �

（仕事方法の裁量度高得点群・低得点群）の分散分析

をおこなった．各群の人数，���得点の平均値と
標準偏差は表 �に記す．
分散分析の結果，仕事方法の裁量度の主効果は有

意であった（#（�$��
）�
�	
，%��	�）が，仕事目
標の裁量度の主効果（#（�$��
）���	�，%��	�），
仕事目標の裁量度と仕事方法の裁量度との交互作用
効果（#（�$��
）�	���，%��	�）は有意ではなかっ
た．よって，仕事方法の裁量度の程度が高いと，看
護師の精神的健康が高いことが明らかになった．

�．仕事の裁量度得点と不機嫌・怒り感情得点との

関係

�で用いた群分けを用いて，仕事の裁量度を独立
変数，不機嫌・怒り感情得点を従属変数とした対応
のない �（仕事目標の裁量度高得点群・低得点群）
× �（仕事方法の裁量度高得点群・低得点群）の分
散分析をおこなった．不機嫌・怒り感情得点の平均
値と標準偏差を表 �に記す．

分散分析の結果，仕事方法の裁量度の主効果は有
意であった（#（�$��
）�����，%��	�）が，仕事目
標の裁量度の主効果（#（�$��
）�	���，%��	�），
仕事目標の裁量度と仕事方法の裁量度との交互作用
効果（#（�$��
）�	�		，%��	�）は有意ではなかっ
た．よって，仕事方法の裁量度の程度が高ければ，
不機嫌・怒り感情は低減し看護師の精神的健康は高
いことが明らかになった．

考 察

本研究では，仕事の裁量度をキーワードにし，看
護師の精神的健康維持について考察することを目的

とした．分析するにあたり，仕事の裁量度を，仕事
目標の裁量度と仕事方法の裁量度に分類した．また
精神的健康を日本版 �����，不機嫌・怒り感情尺
度によって捉え，仕事の裁量度が看護師の精神的健
康に与える影響について分析した．
まず，本研究の調査対象者から得られた ���得

点の分布を見ると，���

点を中心にして分布する
ことが解った．ここで豊増���は看護師を対象とし
て日本版�����を用いた調査を行っていが，���

得点の平均値が精神的健康度の区分点である �� �

点より高い
��点（標準偏差� �
�	）であった事を
踏まえ，看護師は一般集団よりストレスが強い集団
であると報告している．本研究で得られた ���得
点の平均値は，精神的健康度の区分点，また豊増の
平均値を上回るものであった．本研究で得られた
���得点は，限られた対象者から得られたもので
あるが，やはり看護師はストレスが強い集団であり，
精神的健康維持のために早急な対策が必要であるこ

とが伺える．
次に仕事の裁量度得点と ���得点，不機嫌・怒

り感情得点との関係については，仕事方法の裁量度
が高ければ，不安・不眠，うつ傾向といった精神状
態や，不機嫌・怒り感情が低減されることが明らか
になった．森本���は，看護師の職場ストレッサー
の中で，特に精神的健康を阻害するストレッサーは，
職務内容に関するものであった事を報告している．
看護師の職務内容は，高い専門性が要求され，かつ

緊急度が高く責任が重いものである．このような職

表 � 仕事目標および仕事方法の裁量度の得点別による
各群の人数、���得点、不機嫌・怒り感情得点
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務内容においては，自らの専門性，または能力に応
じて職務を行えないと，看護サービスの質が低下す
ることはもちろんの事，精神的に大きな負荷が加わ
ることが考えられる．よって，職務を行う時の方法

や手順，時間配分等の設定に裁量権があることは，
自らの専門性に基づいた職務への柔軟な対処を生み，
精神的健康の維持に繋がることが考えられる．
また，看護師の職務内容は，基本的に患者との対

人関係において行われるものである．この対人関係
において，看護師は看護を効率よく行うために，患
者に対して受容や共感といった態度を職務として要
求されている．この要求は，ふだんから看護師に内
面化され，職場においては暗黙の規範として存在し

ている������．よって，看護師は，受容や共感といっ
た態度を患者に示す事も看護サービスの一つとし
て，日々努力しているといえる．しかし，時にはこ
の努力が受け入れられずに，看護が滞ったりするこ
とがある．このときに看護師は自らの職務（または
患者）に対して不機嫌や怒りなどの否定的な感情を
体験すると考えられる．この体験は看護師の精神的
健康に悪影響を及ぼすと同時に看護サービスの質の
低下を導く可能性があるが，現時点において，この

ような否定的な感情を解消する具体的な術は明らか
になっていないとされている���．しかし本研究の結

果から，職務を行う際の時間配分や方法，手順をコ
ントロールできるという事が，患者との対人関係を
自らの専門性に基づいて客観視するタイミングを作
り，否定的な感情の低減に貢献できるのではないだ

ろうか．
緒言でも述べたように，看護師の精神的健康が維

持されなければ良質の看護サービスは期待できない．
よって看護師は自らの精神的健康が維持できるよう
に職務を行う必要があり，このときに仕事の裁量度
はその方法を考えるときの一助になるのではないだ
ろうか．
今回の研究では，仕事の裁量度が精神的健康に与

える影響に関する分析結果を中心に述べたが，今後

は仕事の裁量度に加え，職場のストレッサー（看護
師の精神的健康を損なう職場の状況）も考慮した分
析を行い，より具体的に看護師の精神的健康維持の
方法について考察する予定である．

この研究は平成��年度川崎医療福祉大学プロジェクト研

究費の助成を受けて行われた．

この研究に協力してくださった看護師の方々に感謝の意

を表します．
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